
第１学年 国語科学習指導案

日 時 平成２０年９月３０日（火）５校時

児 童 １年生 １７名

指導者 萬 喜 美 子

１ 単元名 くらべてよもう

教材名 じどう車くらべ

２ 単元について

（１）教材について

第１学年及び第２学年の｢Ｃ読むこと｣の目標は、｢書かれている事柄の順序や場面の様子などに気づ

きながら読むことができるようにするとともに、楽しんで読書しようとする態度を育てる」ことであ

る。

本単元で育てたい主となる能力は、「イ.時間的な順序、事柄の順序などを考えながら内容の大体を

読むこと」である。そこで本教材の学習を通して、『自動車の「しごと」と「つくり」の関係を考え

ながら内容の大体を読むこと』を目標としている。

本教材は、この時期の児童にとって身近で興味・関心がある代表的なものの一つである自動車を取

り上げた説明文である。文章構成は、「話題・問題提示・問題に対する説明」となっており、その説

明内容は、自動車の「しごと」と「つくり」という二つの事柄の因果関係で述べる形をとっている。

条件や理由を表す言葉を用いて表現することにより、いっそう機能と構造の関係を明確にさせる初歩

的な指導に適している。

この文章は、自動車の「しごと」と「つくり」を関係づけて考えられるように、「そのために」と

いう言葉を用いている。「そのために」という言葉が果たしている役割を理解させることによって、

自動車の働きと構造を関連づけて捉えられることができる。また、他の車種と比べて読ませることに

より、一層その関連を明確にすることができる。

さらに、「消防自動車」についての設問から、それまでに学習した「しごと」と「つくり」の説明

の構成を生かして調査・読書をし、自動車図鑑をつくる表現活動への発展学習も意図されている。児

童が自動車図鑑を作るという目的意識と意欲を持って、楽しく「じどう車くらべ」の説明文を読み

取っていくことができる教材となっている。

（２）児童について

児童は入学してからこれまで、平仮名の読み方・書き方の学習、短い文の読み方・書き方の学習を

してきた。１学期に初めて出会った説明文として「いろいろなくちばし」を学習している。そこでは、

問題とそれに対する答えといった文型を学んだ。文と写真とを照応させながら、書かれている大体の

内容について読み取った。この単元の学習を通して、書かれていることの大体を読み取る力を児童は

つけてきている。しかし、写真や図に頼り言葉に着目できなっかたり、主語と述語が曖昧であったり

する児童も見られる。「いろいろなくちばし」の内容については、分かったが、他の文章では内容が

分からないといった状況である。また、平仮名が読めるようになり拾い読みがやっとという児童から、

一度通読しただけでおおよその内容をつかんでしまう児童まで幅広い。

これまでの学習を通して、文章を正しく視写したり、大事な語句にサイドラインを引いたりするこ

とができるようになってきている。しかし、書く速さや平仮名の習熟度、集中力を持続させることや、

読点や促音を落とさずに書くことが難しい児童も見られる。

学習前に実施した「じどう車くらべ」の読解力事前テストの平均点は、７４．１点で、「つくり」

が捉えられないが児童が６名「しごと」が捉えられない児童が４名、問題文の内容を読み取れない児

童が２名いることが分かった。

また、学級には特別支援を必要とする児童が３名いるので、サポートの先生の支援を受けながら学

習を進めている。



（３）指導にあたって

本教材の指導にあたっては、音読に個人差があるので、家庭での音読練習を十分にさせ、全員が音

読できるようにし授業に臨みたい。問題提起の部分で自動車がどんな仕事をしているか、そのために

どんなつくりになっているかという「問いかけ」をきちんと捉えさせたい。また、「そのために」と

いう接続詞の役割を大切にし、それぞれの自動車の説明が「しごと」と「つくり」から構成せれてい

ることに着目させながら読み取らせていきたい。

「つかむ・見通す」の段階から自分たちの自動車図鑑を作ることを予告することで、目標意識と意欲

を持たせ、「じどう車くらべ」を読み取る学習に最後まで意欲的に取り組ませたい。そのために、既

習の「いろいろなくちばし」で学習した問いと答えの構成に気づかせ、「じどう車くらべ」でも、問

いと答えの関係の構成であることに気づかせる。その上で、自動車の「しごと」と「つくり」につい

て関連づけて読み取っていくということを把握させる。

「深める」の段階では、どの自動車も「しごと」と「つくり」について説明していることを確認し、

それを読みのねらいとして設定し、主体的に学習を進めていきたい。そのために文末表現にも着目さ

せていきたい。読み取る際には「しごと」と「つくり」にサイドラインを引かせることにより、自分

の考えをしっかりと持って話し合いに参加させたい。さらに、挿絵や文章中の言葉や経験からイメー

ジを膨らませて、「しごと」と「つくり」の関連性を読み取ることができるようにさせたい。そこで

「そのために」という言葉をおさえ果たしている役割を言葉で話させるよう促したい。また、動作化

したり挿絵で理解を補う際、文章に戻り、言葉を確認しながら読みを深めていく必要がある。

「まとめる」「広げる」の段階では、これまでの学習をもとに、他の自動車の「しごと」と「つくり」

について「そのために」を用いて説明できるようにする。自動車図鑑を作る際は、目的意識と意欲を

持って、楽しく取り組ませたい。また、人に聞いたり資料を読んだりして情報を集めさせる。次に、

書き写したり書き換えたりして表現を工夫させたい。そのため、できるだけ多くの資料を用意したう

えで個々の実態に応じて助言をしたり、つまづきに寄り添ったりしていきたい。挿絵や教室掲示を手

がかりに児童が活動ができるようにする。それぞれの作った文章を声に出して読ませることにより、

作った満足感を味わわせたい。

３ 単元の目標

【関心・意欲・態度】

○ それぞれの自動車の仕事とつくりについて、意欲的に読み取っていこうとする。

○ 自動車図鑑を作るために、選んだ自動車について説明に必要な情報を集めようとする。

○ 乗り物の本などに興味を持ち、進んで読もうとする。

【読むこと】

◎ 三種類の自動車について、しごととつくりの関係を考えながら内容の大体を読むことができる。

○ 語や文としてまとまりを考えながら声に出して読むことができる。

【書くこと】

○ 教材文のまねをして、簡単な組み立てを考えて書くことができる。

【言語事項】

○ 語や文のまとまりを考えながら敬体の文章表現に慣れることができる。



４ 単元の指導計画（全９時間）

段落 時 学習内容 具体の評価規準 努力を要する児童への支援

全文を読み、初発の感想を 関：全文を読んで、書かれて どんな自動車が書かれてあるか

つ 持つ。 いる自動車について、仕 確認しながら、それについてどう

か １ 新出漢字やかたかなの読み 事か、つくりにふれて感 思うか問いかけ感想を持たせる。

む 方について確認し、音読の練 想が書くことができる。

・ 習をする

見 ◇感想

通 読み取りの視点「しごと」 読：どんな自動車の何につい 挿絵をもとにどんな自動車が出

す と「つくり」を捉え、自動車 て説明しているかを読み てきたかを確認させる。

２ ２ 図鑑を作る計画を立てるとい 取ることができる。 問題提起文を示し、何を聞いて

う学習の見通しを持つ。 言：問題提起文を見つけて、 いるか見つけさせる。

「しごと」と「つくり」と

いう構成を理解すること

ができる。

「バスやじょうよう車」の 読・言： バスや乗用車の 挿絵と教材文を照応させながら

３ しごととつくりを読み取る。 「しごと」と「つくり」を バスや乗用車は人を乗せて運ぶ仕

◇サイドライン 理解し、それを結びつけ 事をすることと、「そのために」

深 ◇抜き書き ながら、内容の大体を読 を手がかりにつくりにサイドライ

め み取ることができる。 ンを引かせる。

る 「トラック」のしごととつ 読・言：トラックの「しごと」 挿絵と教材文を照応させながら

４ くりを読み取る。 と「つくり」を理解し、 トラックは荷物を運ぶ仕事をする

３ ◇サイドライン それを結びつけながら、 ことと、「そのために」を手がか

◇抜き書き 内容の大体を読み取るこ りにつくりにサイドラインを引か

とができる。 せる。

「クレーン車」のしごとと 読・言：クレーン車の「しご 挿絵と教材文を照応させながら

５ つくりを読み取る。 と」と「つくり」を理解 クレーン車は重いものを吊り上げ

◇サイドライン し、それを結びつけなが る仕事をすることと、「そのため

本 ◇抜き書き ら、内容の大体を読み取 に」を手がかりにつくりにサイド

時 ることができる。 ラインを引かせる。

ま 「はしご車」のしごととつ 関・言：はしご車の「しごと」 はしご車の本から、「しごと」

と くりを調べまとめる。 と「つくり」を調べるた と「つくり」のことが書かれてい

め ６ ◇抜き書き めに、本から読み取りま る部分を示し見つけさせる。

る とめることができる。

１

自分の好きな自動車を選ん 関：自分の選んだ自動車の仕 自分の選んだ「しごと」と「つ

７ で説明文を書く。 事とつくりを基本文型を くり」を確かめ、文の書き出しを

◇まとめ書き 使って書くことができる。指示する。「そのために」を用い

広 て文を書かせる。

げ 自分の好きな自動車の説明 関：自分の選んだ自動車の仕 自分の選んだ自動車の説明文を

る 文を清書し、絵を描く。 事とつくりを説明する文 挿絵を入れて書くことができる。

８ ◇まとめ書き を挿絵を入れて書くこと

３ ができる。

友達の書いた説明文を交流 関：友達の書いた文章を読み 教材文と同じ言葉を使っている

しあい感想を書く。 よいところを見つけると 部分を見つけさせる。

９ ◇感想 ともに活動への意欲を持

っ ている。



５ 本時の指導

（１）本時の目標

【関心･意欲･態度】

○ クレーン車の「しごと」と「つくり」に興味を持ち、進んで学習しようとする。

【読むこと】

◎ クレーン車の「しごと」と「つくり」を理解し、それを結びつけながら読み取ることができる。

【言語事項】

○「そのために」「～たり～たり」「～のように」の語に注意して読む。

（２）本時の書く活動

本時場面では、前時までの学習をもとにクレーン車の「しごと」について書かれてあるところにサ

イドラインを引かせ抜き書きさせることにより、クレーン車のしごとについての理解を深めさせる。

次に、「そのために」を手がかりに「つくり」を考えさせ、サイドラインを引かせ抜き書きさせるこ

とにより、仕事をを行うための「つくり」を読み深めていきたい。さらに、教材文と挿絵を手がかり

に「つくり」を確かめ動作化することや他の自動車と対比させることにより書かれている内容を的確

に理解させたい。

（３）本時の展開

◇書く活動 ◎主となる「書く活動」 ☆支援 ○評価

段階 学 習 活 動 教師の発問と指示 予想される反応 評価と支援
１.前時の学習を想起す ・昨日学習したトラックのしごと ☆教室掲示を参考に

る。 とつくりについて確かめます。 ・にもつをはこぶしご 前時の学習を想起
トラックは、どんなしごととつ と。 させる。

つ くりになっていましたか。 ・ひろいにだいになっ トラックがしごと
か ている。 をするためのつく
む ・タイヤがたくさんつ りが２つあること

・今日はクレーン車について学習 いています。 を想起させる。
５ ２.学習課題をつかむ。 します。今日のめあてを確認し
分 ましょう。 ☆みんなとクレーン

車の「しごと」と
「つくり」につい
て学習することを
補足する。

３.学習場面の見通しを ・「しごと」と「つくり」をさ ・「～います。」「～あ ☆主述の関係を確認
見 持つ。 がす手がかりはなんでしたか。 ります。」 する。「そのため
通 ・「しごと」と「つくり」をつ ・「そのために」 に」の前文は、「仕
す なぐ言葉はなんでしたか。 事の内容（目的）」

後ろの文は、その
３ 仕事を果たすため
分 の車の「つくり」

であることを確認
させる。

４.学習場面の音読をす ・今日学習する場面を音読しま ・一斉音読する。 ○はっきり大きなこ
る。 しょう。 えで正しく音読で

深 ・個人読み ・クレーン車のしごとのことを考 ・指名音読をする。 きたか。 （音読）
め ・指名読み えながら音読しましょう。
る

５.クレーン車のしごと ◎クレーン車はどんなしごとをし ・おもいものをつり上 ○「しごと」という
３ とつくりについて読 ていますか。見つけてサイドラ げるしごと。 言葉を手がかりに
０ み取る。 インを引きましょう。 サイドラインを引
分 (１)クレーン車のしご くことができた

とについて読み取 ◎線を引いたところを書きます。 ・抜き書きする。 か。
る。 （サイドライン）

◇サイドライン ・重いものは、どんなものでしょ
◇抜き書き う。 ☆トラックで扱った

「おもいにもつ」
からイメージ化す

る。



・つり上げるとはどうすることで ・つってあげる。 ☆挿絵を手がかりに

しょう。（教師による動作化） ・ひっかけて上に上げ 動作化から読みを

る。 深めさせる。

深 ・つる＋上げる

め

る (２)クレーン車のつく ◎クレーン車はどんなつくりに ・じょうぶなうでがあ ○「そのために」と

りについて読み取 なっているか、分かるところに る。 いう言葉を手がか

３ る。 サイドラインを引きましょう。 ・のびたりうごいたり りにサイドライン

０ する。 を引くことができ

分 ◇サイドライン ・しゃたいがかたむか たか。

ないようにしっかり （サイドライン）

したあしがある。

◇抜き書き ◎線を引いたところを抜き書きし ・抜き書きする。 ☆教師が紙板書にサ

ます。 イドラインを引い

（動作化） ・動作化する。 て確認させる。

☆挿絵を手がかりに

・腕が丈夫でないと重 動作化し、読みを

・クレーン車がこんなつくりに い荷物をつり上げる 深めさせる。

なっているのはどうしてでしょ ことができないか （動作化）

う。 ら。 ☆他の自動車のつく

・車体が傾くと大変 りと比べることに

だ。 より、深くつくり

について考えさせ

る。

６.今日の学習のまとめ ☆課題に戻り、黒板

をする。 を手がかりにして

(１)黒板にまとめる。 ・クレーン車のことをまとめま 「しごと」と「つ

ま す。 くり」を結びつけ

と クレーン車は、おもいにもつをつりあげるしごとを て教師と一緒に黒

め しています。そのために、じょうぶなうでやしっかり 板にまとめさせ

る したあしがついているのです。 る。

(２)まとめの音読をす ・今日学習を思い出しながら音読 ・音読する。 ○今日の学習のク

７ る。 をします。（一斉読み） レーン車の仕事と

分 つくりを考えなが

７．学習を振り返る。 ・今日の学習で分かったこと、友 ・自己評価とまとめを ら音読できたか。

◇自己評価 達の話を聞いて分かったことを ノートに書く。 （音読）

まとめ書きし発表しましょう ・腕が丈夫だと分かっ ○今日の学習のこと

た。 を進んで発表でき

・車体が傾かないため たか。

にしっかりしたあし （挙手・ノート）

８.次時の予告をする。 ・次の時間は、はしご車について がついていることが

どんな「しごと」と「つくり」 分かった。

なっているか考えます。

（４）本時の評価

【読むこと】

○クレーン車の「しごと」と「つくり」を理解し、それを結びつけながら読み取ることができたか。

（サイドライン、抜き書き、部分視写、動作化、発言）

Ａ 十分満足できる Ｂ 概ね満足できる Ｃ 努力を要する児童への支援

クレーン車の仕事とつくりを理 クレーン車は重いものを吊り上 挿絵と教材文を照応させながら

解し、仕事をつくりを結びつけて、 げる仕事することと、そのための クレーン車の仕事を見つけさせ

その有意性を考えながら読み取る つくりを理解し、その内容の大体 る。また、「そのために」を手が

ことができる。 を結びつけて読み取ることができ かりにつくりにサイドラインを引

る。 かせる。



（５）板書計画
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車
＝
車
の
種
類

そ
れ
ぞ
れ
の
自
動
車

ど
う
ろ
を

は
し
っ
て

い
ま
す
。

か
。」

（
学
習
意
欲
の
喚

は
、
ど
ん
な
し
ご
と
を

②
そ
れ
ぞ
れ
の

じ
ど
う
車
は
、

疑
問
形
＝
文
末
表
現

起
が

大
切
）

問
題
提
起
文

し
て
い
る
か
。
そ
の
た

ど
ん
な

し
ご
と
を

し
て

「
問
い
か
け
の
文
」

道
路
＝
道

(

問
い
）

め
に
、
ど
ん
な
つ
く
り

い
ま
す
か
。

「
そ
の

た
め
に
」

そ
れ
ぞ
れ
＝
車
の

に
な
っ
て
い
る
か
。

③
そ
の

た
め
に
、

ど
ん
な

接
続
語

種
類
仕
事
と
つ
く

つ
く
り
に

な
っ
て

い
ま
す
か
。

り仕
事
＝
働
き

つ
く
り
＝
目
的

④
バ
ス
や

じ
ょ
う
よ
う
車
は
、

人
を

の
せ
て

は
こ
ぶ

「
問
い
」
に
対
す
る

し
ご
と
を

し
て

い
ま
す
。

答
え｢

バ
ス
や
乗
用

バ
ス
や
乗
用
車
＝

⑤
そ
の

た
め
に
、

車
は
、
い
ま
す
。」

人
を
乗
せ
て
運
ぶ

結
論

バ
ス
や
乗
用
車
の
し
ご

ざ
せ
き
の

と
こ
ろ
が
、

｢

～
が
、

…
あ
り
ま

仕
事
＝
働
き

(

答
え
）

と
と
つ
く
り
。

ひ
ろ
く

つ
く
っ
て

あ
り
ま
す
。

す
。」

つ
く
り
＝
目
的

そ
と
の

け
し
き
が

主
述
関
係

座
席
＝
座
る
所

よ
く

み
え
る
よ
う
に
、

「
そ
の

た
め
に
」

景
色
＝
な
が
め

大
き
な

ま
ど
が

接
続
語

た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

⑥
ト
ラ
ッ
ク
は
、

に
も
つ
を

は
こ
ぶ

ト
ラ
ッ
ク
＝
荷
物

し
ご
と
を

し
て

い
ま
す
。

「
問
い
」
に
対
す
る

を
乗
せ
て
運
ぶ

⑦
そ
の

た
め
に
、

答
え｢

ト
ラ
ッ
ク
は
、

仕
事
＝
働
き

結
論

ト
ラ
ッ
ク
の
し
ご
と

う
ん
て
ん
せ
き
の

ほ
か
は
、

い
ま
す
。
」

｢

～
が
、

つ
く
り
＝
目
的

(

答
え
）

と
つ
く
り
。

ひ
ろ
い

に
だ
い
に

な
っ
て

…
あ
り
ま
す
。
」

運
転
席
＝
運
転
手

い
ま
す
。

主
述
関
係

が
乗
る
と
こ
ろ

お
も
い

に
も
つ
を

「
そ
の

た
め
に
」

荷
台
＝
荷
物
を
積

の
せ
る

ト
ラ
ッ
ク
に
は
、

接
続
語

む
場
所

タ
イ
ヤ
が

た
く
さ
ん

つ
い
て

い
ま
す
。

⑧
ク
レ
ー
ン
車
は
、

お
も
い

も
の
を

つ
り
あ
げ
る

し
ご
と
を

し
て

「
問
い
」
に
対
す
る

ク
レ
ー
ン
車
＝
重

い
ま
す
。

答
え｢

ク
レ
ー
ン
車

い
も
の
を
つ
り
あ

⑨
そ
の

た
め
に
、

は
、
い
ま
す
。
」

げ
る

結
論

ク
レ
ー
ン
車
の
し
ご
と

じ
ょ
う
ぶ
な

う
で
が
、
の
び
た
り

「
～
が
、

…
あ
り

仕
事
＝
働
き

(

答
え
）

と
つ
く
り
。

う
ご
い
た
り

ま
す
。」

つ
く
り
＝
目
的

す
る
よ
う
に
、
つ
く
っ
て

主
述
関
係

う
で
＝
ア
ー
ム

あ
り
ま
す
。

「
そ
の

た
め
に
」

あ
し
＝
支
え
に

車
た
い
が

か
た
む
か
な
い
よ
う
に

接
続
語

な
っ
て
い
る

し
っ
か
り
し
た

あ
し
が
、
つ
い
て

い
ま
す
。
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